
条例の改正
市営住宅に指定管理者を導入とする内容へ

委員会での質疑や、担当者からのヒアリングでの確認事項をご報告いたします。

問：市営住宅数は？

答：管理戸数は５６７戸あり、その内入居戸数は１３４戸。

問：なぜ、今の時期に条例改正の提案をすることになったのか？

答：他の自治体においても指定管理の導入が進んでおり、民間事業者にノウハウが蓄積されてきた。

問：目的は？

答：管理業務の一層の効率化と多様化する住民ニーズへの対応。

問：指定管理を任せる事業の内容は？

答：市営住宅の維持と補修。また、独自に高齢者の見守りなど対応いただけると考えている。

問：指定管理による費用面と人員面でのメリットは？

答：費用面では現状５１００万円かかるが、事業者の見積りでは４５００万円程度になる。職員は８

名

  体制だが、正規職員２人で対応できる。

問：住民ニーズへの対応で、高齢者の見守りや２４時間対応はそれほど大きなメリットではない。

  他に何か提案されてくるのか？

答：今後、書類審査、プレゼンやヒアリングを通して確認していく。

今後のスケジュールは、９月と１０月の選定委員会で事業者を選出します。その後、１２月議会で指

定管理者を決定することになります。

新中央図書館の設置のための条例
新中央図書館が開設されることから、これまでの条例を廃止し、新たな条例が制定されます。

問：新たにアドバンス１号館４階に設置される中央図書館の運営形態は？

答：直営を維持する。

問：駅前図書館は別の条例で定められ、この条例に位置づけられていない。その理由は？

答：今後、こども専用図書館としてリニューアルしていくことから、その段階で在り方を検討する。

問：自転車の駐輪場設置となっているが、どこを指すのか？

答：アドバンスねやがわ１号館の前の植栽部分を自転車置き場に改修する予定。

問：その場所は、何台留めれて、料金は？

答：３０台を予定。２時間までは無料。その後は、６時間までごとに２００円。

問：それだけでは足りないのではないか？

答：パークアドバンスに６０台程度と、駅周辺のラック式自転車置き場を利用していただく。

問：自動車の駐車場は？

答：アドバンスねやがわ１号館の地下で２０台程度可能と考えている。

問：料金は？

答：無料。

問：自転車が有料で、自動車が無料というのはおかしい。それであれば、図書館の利用目的以外の人

  も使うことになる。駅前である立地も考慮して、再考すべき。

【これまでの条例との違い】
  ・中央図書館の場所の変更

  ・現在の中央図書館臨時図書室を西分館とする

  ・移動図書館を条例に明記

  ・図書館の附属施設として自転車駐輪場を設置し、その使用料を明記



窓口などの市民サービスを寝屋川市駅前に整備する計画があ

ります。その一環として、大阪電気通信大学駅前キャンパス

を購入し、駅前庁舎として活用する予算が審議されました。

  

予算審議での審議（抜粋）
問：大学と本市のどちらから言い出した話か？

答：大学側。

問：購入額の妥当性は？

答：当初は、もっと高額な提示であったが、鑑定額を

  もって購入額とすることを両者で合意した。

  鑑定額は、不動産鑑定士２人の結果であり、不動

  産評価委員会も了解している。

問：大学が当初購入した土地の価格は？

答：４億９９７０万円。

問：建物の鑑定方法は？

答：複数評価を持って、総合的に判断したとのこと。

問：ランニングコストの見込みは？   答：大学側の実績では、年間約１４５０万円。

駅前庁舎の検討

【キャンパスの費用】

   建物（約4715㎡） 11億6950万円

   土地（約1178㎡）   4億850万円

    合 計   １６億９４９５万円

【財 源】

  公共公益施設整備基金  ４億２３７５万円

  市 債 （借金）   １２億７１２０万円

【今後のスケジュール】

   ７月～  所有者と協議の上、仮契約

   ９月議会 財産の取得を議案として付議

        改修の設計費の補正予算

   ３月議会 改修工事費の予算

   令和４年度中に改修工事

   令和５年度にオープン

押印廃止に伴う条例改正
行政文書に押す印鑑の要・不要の確認作業が行われています。

「固定資産評価審査委員会」「職員と公平委員会の服務の宣誓」に関しては押印が不要と判断し、条例改正

となりました。

条例改正をしなければならないものはこれだけです。その他の大部分は議決を必要とせず、庁内で決定され

ます。

問：押印をする行政書類は、何種類あるのか？

答：全部で３０５２種類。内訳は、市民が対象となるものが２７２４種類で、庁内の職員間のものが３２８

  種類。その内、法令等で定められている８８７種類は市で決定できない。

問：過去に押印の見直しを行ったことはあるか？

答：平成８年度当時、９３０種類を対象とし、１７０種類の押印廃止を行った。

問：現在の見直しの状況は？

答：税関係の書類１２２種類のうち、１１５種類で廃止予定。残る７種類は金融機関に関するもの。

問：他市では相当数の見直しを行ったという報道もあるが？

答：他市状況は把握している。押印の廃止によってどのような影響がでるのかを慎重に検討していく必要が

  あると考えている。

押印を求めている理由は、本人による執行という裏付けです。実質、３文判も可能であることから形式的な

ものですが、一定の抑止効果はあると考えられます。

担当者には、「訂正印」がなくなった場合は自署となるのか？ 文書の書き換えやなりすましの提出など、

悪意での行為が容易にできることへの自衛策は？ など、担当者に投げかけています。



令和２年１０月２０日より「寝屋川市立幼稚園・保

育所の在り方に関する審議会」で審議されていまし

たが、この６月３日に答申が出されました。

このような状況の中、就学前教育の充実・活性化が

求められている。

      ↓ それを実現させるには・・・

○幼稚園・保育所の横の連携

○幼稚園・保育所と小学校・中学校の縦の連携

      ↓ 具体的には・・・

  「幼稚園・保育所を整理・再編する」

新たな予算です
新たな予算２４億２４８２万円が提案されました。補正予算としては大きな規模になります。

■ひとり親世帯を除く低所得の子育て世帯への給付金（２億２３５３万円）

新型コロナでの影響を軽減する目的です。

児童手当などの情報を元に、対象者（収入状況の変化で外れる場合もあり）には案内が送付されます。

ただし、この１月以降に収入が減少している世帯は、申請の必要があります。

■生活困窮者への自立支援（４億２２９５万円）

緊急小口資金などが利用できない世帯で、受給の可能性のある人には案内が送付されます。

その世帯の内、あらたな要件を満たす世帯が対象です。

■指定管理者への減収補償（１４１９万円）

１月から３月に、市の要請に基づき休館したことによる減収分の補償です。

他の自治体では、このような指定管理者への補償をしていないところもあるようです。

■新５００円硬貨への対応（２３５万円）

１１月に発行されることから、レジスターや、交付手数料の収納機などのパーツ交換などで新５００円

硬貨に対応する費用です。

■新規道路の設計（２７６４万円）

明和地区内で実施している街なみ環境整備事業の一環として、道路の整備を行っていきます。

年度 ４歳児 ５歳児 合計

平成１５年 ５２６ ５６７ １０９３

平成２０年 ３０８ ４２７ ７３５

平成２５年 ２１９ ２１３ ４３２

令和 元年 ７０ １０６ １７６

令和 3年 ４１ ５３ ９４

社会環境の変化により、家庭で身についてい

た力が十分育まれない傾向にある

共働き世帯率の上昇により、幼稚園に対する

需要が減少（園児数については、下記参照）

課

題

園児数のピークは、昭和５２年の２，３８９人

です。当時は、１年保育でした。

昭和６０年に８１９人。この減少状況を受け３

園を廃止し９園体制となりました。

平成２年に４４６人まで減少し、１年保育から

４歳・５歳の２年保育に移行しました。それに

より１，０００人前後となっていました。

公立の幼稚園と保育所の将来への対策

審議会としての結論は・・・

①寝屋川市としての特色ある就学前教育・保育内容を確立し、実践していくための調査・研究を行

う組織の設置を検討すること。

②集団教育・保育を実践できる一定規模の子どもの集団が必要なことから、市立認定こども園の設

置についても検討すること。

公立幼稚園の園児数の推移

６月議会では、令和３年と４年の２年間をかけ「就学前教育・保育の調査・研究事業」を行う経費と

して、４１６万３０００円が計上されました。


